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平成21年3月期 業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成20年8月8日に公表しました平成21年3月期第2四半期累計期間の業

績予想並びに、平成20年5月15日決算発表時に公表しました通期業績予想について、下記のとおり修正しま

したのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 連結業績予想数値の修正 
（1）平成21年3月期第2四半期累計期間業績予想の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

   売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円 

62,000 

百万円 

500 

百万円 

△400 

百万円 

△600 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 60,572 1,730 122 △722 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,427   1,230 522 △122 

増 減 率            （％） △2.3 246.1 - - 

（ご参考） 

前第２四半期累計期間実績 
60,633 6,662 5,469 △4,308 

 

（2）平成21年3月期通期業績予想の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円 

118,000 

百万円 

7,300 

百万円 

5,000 

百万円 

2,700 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 112,000 6,100 3,000 400 

増  減  額          （Ｂ－Ａ）   △6,000 △1,200 △2,000 △2,300 

増 減 率            （％） △5.1 △16.4 △40.0 △85.2 

（ご参考） 

前期（平成 20 年 3 月期）実績 
117,278 16,012 13,206 2,642 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2. 個別業績予想数値の修正 
（1）平成21年3月期第2四半期累計期間業績予想の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円 

39,000 

百万円 

900 

百万円 

600 

百万円 

700 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 38,673 1,896 1,153 1,073 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △326 996 553 373 

増 減 率            （％） △0.8 110.7 92.3 53.4 

（ご参考） 

前第２四半期累計期間実績 
39,507 4,872 4,470 △3,717 

 

（2）平成21年3月期通期業績予想の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円 

86,000 

百万円 

6,000 

百万円 

3,700 

百万円 

2,300 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 83,000 6,200 3,800 2,500 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △3,000 200 100 200 

増 減 率            （％） △3.5 3.3 2.7 8.7 

（ご参考） 

前期（平成 20 年 3 月期）実績 
88,708 13,514 11,407 352 

 

 

3.修正の理由 

（１）第2四半期累計期間の業績予想 

第2四半期につきましては、無機化学事業は6月から7月にかけての四日市工場施設の総点検の実施等によ

る生産数量減少に伴う出荷調整の影響があり、販売数量、売上高がともに予想を下回りましたが、原燃料価格

の高騰に対応した販売価格の是正等採算性の改善に努めました。一方有機化学事業は、欧米を中心とした海外

販売が好調であったことや為替レートが予想と比較して円安に推移したことから、売上高、利益とも予想を上

回りました。 

この結果連結業績は、売上高は予想を下回りますが、営業利益、経常利益は予想を上回る見通しにあります。

なお、当期純利益は、個別業績の上方修正に伴う法人税等調整額の増加や子会社の税金等により税務関連費用

が予想を上回ったことから、予想を下回る見通しにあります。 

個別業績につきましては、営業利益、経常利益、当期純利益ともに前回予想を上回る見通しにあります。 

 

（２）通期の業績予想 

第3四半期以降の当社グル－プを取り巻く経済環境は、米国のサブプライムロ－ン問題の深刻化による世界

的な景況感の悪化が見込まれることや、足元の急激な為替変動の影響を受けて引き続き厳しい環境となること

が予想されます。 

無機化学事業は、依然原燃料価格が当初予想を上回る状況が続くと予想されます。有機化学事業は、農薬の

海外需要が引き続き堅調に推移しているものの、無機化学事業と同様に原料価格の高騰によるコストアップの

影響を受けていること、また第３四半期以降、為替レートが急激に円高に推移していることなどのマイナス要

因があります。 

この結果、連結業績は売上高、利益とも、当初予想を下回る見通しです。なお、個別業績につきましては、

売上高は予想数値を下回るものの、利益については予想数値を上回る見通しにあります。 

なお、この見通しの算出に際して前提としている第３四半期以降の主要通貨の為替レートは、100円／米ド

ル、130円／ユーロと想定しております。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以  上 


